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はじめに
Virtex®-6 GTX ト ランシーバ用の ChipScope™ Pro の Integrated
Bit Error Ratio Tester (IBERT) はカスタマイズ可能なコアで、

Virtex-6 GTX ト ランシーバの評価および監視のために使用でき

ます。 このデザインには、 FPGA ロジッ クにインプリ メン ト され

たパターン ジェネレータおよびパターン チェッカのほか、 GTX
ト ランシーバのポート と  DRP (ダイナミ ッ ク  リ コンフ ィギュ

レーシ ョ ン ポート ) 属性へのアクセスが含まれます。 また、 通信

ロジッ ク も含まれ、 JTAG を使用してランタイムにアクセスでき

るよ うになっています。 IBERT コアは内臓型デザインなので、生

成する と、 ビッ ト ス ト リーム生成も含めたすべてのインプリ メン

テーシ ョ ン フローをそのまま実行できます。

機能
 ChipScope Pro Analyzer ソフ ト ウェア と  IBERT コアの通信

パスを提供

 Virtex-6 GTX ト ランシーバ数をユーザーが選択可能

 各ト ランシーバを必要なライン レート、リ ファレンス  ク ロ ッ

ク  レート、 リ ファレンス  ク ロ ッ ク  ソース、 およびデータパ

ス幅にカスタマイズ可能

 ピンまたはイネーブルになった GTX ト ランシーバの 1 つか

ら供給されるシステム ク ロ ッ クが必要

IBERT コアの詳細は、 『ChipScope Pro ソフ ト ウェアおよびコア

ユーザー ガイ ド』 を参照して ください。

Virtex-6 GTX 用 ChipScope IBERT
(Integrated Bit Error Ratio Test)
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LogiCORE IP に関する情報

コアの内容

サポー ト されるデバイ
ス  ファ ミ リ (1)

1. これらの FPGA ファ ミ リの派生デバイスも含む

Virtex-6

使用リ ソース (2)

2. 20 ビッ ト幅のシングル GTX ト ランシーバ デザインの場合

I/O LUT
フ リ ップ
フロ ップ

数

ブロ ッ ク  
RAM

4 2634 2768 0

特別機能 なし

コアに含有されるもの

マニュアル 製品仕様

デザイン ファ イル 
フォーマッ ト

なし

制約ファ イル .ucf (ユーザー制約ファ イル)

検証 VHDL テス トベンチ

インスタンシエーシ ョ
ン テンプレート VHDL ラ ッパ

リ ファレンス  デザイン
/アプ リ ケーシ ョ ン 
ノート

なし

その他の項目 必要な場合は追加

デザイン ツール要件

ザイ リ ンクス  インプ リ
メ ンテーシ ョ ン ツール

Xilinx® ISE® 11.2

検証 ChipScope Pro 11.2

シ ミ ュレーシ ョ ン シ ミ ュレーシ ョ ンでのサポート なし

合成 XST で合成されたネッ ト リ ス ト

サポート

ザイ リ ンクスによるサポート あ り
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DS732 2009 年 6 月 24 日 japan.xilinx.com
製品仕様 2

アプリケーシ ョ ン
IBERT コアは、 Virtex-6 GTX ト ランシーバを検証または評価する必要のあるアプリ ケーシ ョ ンで使用されるよ うに

設計されています。

ファンクシ ョ ンの詳細
IBERT コアには、Virtex-6 GTX ト ランシーバのボード  ベースの PMA 評価機能とデモ プラ ッ ト フォームが含まれま

す。 IBERT コアのパラ メータは、異なる  GTX ト ランシーバおよびクロ ッ ク  ト ポロジを使用するために変更可能で、別

のライン レート、 リ ファレンス  ク ロ ッ ク  レート、 ファブ リ ッ ク幅を使用するためにカスタマイズするこ と もできま

す。 各 GTX ト ランシーバには必要なデータ  パターン ジェネレータおよびチェッカが含まれるので、 さまざまな

PRBS およびクロ ッ ク  パターンがチャネルに送信されます。 また、GTX ト ランシーバのコンフ ィギュレーシ ョ ンおよ

びチューニングには、 GTX ト ランシーバの DRP ポートへ通信するロジッ クを介してアクセスでき、 これによ り属性

設定およびポートの値を制御するレジスタを変更できます。 ランタイム中、 ChipScope Analyzer ツールは、 ザイ リ ン

クス  ケーブルと  IBERT コアの一部である   IP ロジッ クを使用し、 JTAG を介して IBERT コアへ通信します。

GTX ト ランシーバの機能
IBERT コアは PMA の評価とデモ用に設計されています。 次の GTX ト ランシーバの主な PMA 機能はすべてサポー

ト されており、 IBERT で制御可能です。

 TX プリエンファシスおよびポス トエンファシス

 TX 差動スイング

 RX イコライゼーシ ョ ン 

 デザイン フ ィードバッ ク  イコライザ (DFE)

 PLL 除算器の設定

ト ランシーバの PCS 機能の中には、 次のよ うに IBERT の範囲外のものもあ り ます。

 ク ロ ッ ク  コレクシ ョ ン

 チャネル ボンディング

 8B/10B、 64B/66B、 または 64B/67B エンコーディング

 TX または RX バッファのバイパス

パターン ジェネレータおよびパターン チェ ッカ

IBERT デザインでイネーブルになった各 GTX ト ランシーバには、パターン ジェネレータ とパターン チェッカの両方

が含まれます。 パターン ジェネレータはト ランス ミ ッ タを介してデータを送信します。 パターン チェッカはレシーバ

からのデータを受信し、 それを内部で生成されたパターンと比較します。 IBERT には、 PRBS 7-bit、 PRBS 15-bit、
PRBS 23-bit、PRBS31-bit、Clk 2x (101010...) および Clk 10x(11111111110000000000...) などのパターンが含まれま

す。 これらのパターンは、選択したファブリ ッ ク幅用に最適化され、ランタイム中に選択できます。 TX パターンと  RX
パターンは個別に選択できます。

ChipScope Analyzer には、エラーを含む 5 連続のサイ クルがあるまで リ ンク信号が表示されます。 パターン チェッカ

ロジッ クを使用する と、入力データが内部で生成されたパターンと比較されます。 チェッカがエラーを含むデータを 5
サイクルを連続して受信する と、ChipScope Analyzer ソフ ト ウェアがリ ンク信号をディ スエーブルにします。 内部カ

ウンタには、 受信されたワード数とエラーが累積されます。

DRP およびポートのアクセス

IBERT を使用する と、 GTX ト ランシーバのポートおよび属性をユーザーが柔軟に変更できるよ うにもな り ます。

IBERT コアには、GTX ト ランシーバの属性をランタイム ソフ ト ウェアによ り監視および変更できるよ うにするため

の DRP インターフェイス  ロジッ クが含まれます。 読み出しおよび書き込み可能なレジスタも必要な場合は含まれ、

GTX ト ランシーバのさまざまなポートに接続されます。 これらすべては、ChipScope Analyzer ツールを使用してラン

タイム時にアクセスできます。

http://japan.xilinx.com
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システム クロック

IBERT コアには、通信ロジッ ク と  IBERT コアに含まれるその他のロジッ クにクロ ッ クを供給するため、 フ リー ラン

ニング システム ク ロ ッ クが必要です。 このクロ ッ クは、 生成時に FPGA ピンから駆動するか、 コアの GTX ト ラン

シーバの 1 つの TXOUTCLK ポートから駆動するよ うに選択できます。 システム ク ロ ッ クの速度が 150MHz を超え

る場合は、 MMCM を使用して内部で分周し、 タイ ミ ング制約を満たします。

IBERT インターフェイス ポート
IBERT コアの I/O 信号には、GTX ト ランシーバのリ ファレンス  ク ロ ッ ク、GTX ト ランシーバの送信ピン/受信ピン、

およびシステム ク ロ ッ ク  1 つ (オプシ ョ ン) のみが含まれます。 

制限

1 つのデバイスに対して生成できるのは、 1 つの IBERT コアのみで、 この IBERT コアがデザイン全体を占めます。

IBERT コアはユーザー ロジッ クには統合できません。

検証
IBERT コアは、 ザイ リ ンクス社内で開発されたバス  ファンクシ ョ ン モデルを使用し、 IP テス ト環境で検証されてい

ます。

参考資料
 ChipScope Pro ソフ ト ウェアと コアの詳細は、 http://japan.xilinx.com/documentation から 『ChipScope Pro ソフ

ト ウェアおよびコア ユーザー ガイ ド』 を参照してください。

 Virtex-6 FPGA RocketIO GTX ト ランシーバに関する詳細は、 http://japan.xilinx.com/documentation から

『Virtex-6 FPGA RocketIO GTX ト ランシーバ ユーザー ガイ ド』 を参照して ください。

サポート  
ザイ リ ンクスでは、製品マニュアルに記述されているよ うに、この LogiCORE 製品のテクニカル サポート を提供して

います。 マニュアルで定義されていないデバイスにインプリ メン ト した り、 製品マニュアルで記述されている範囲を

超えてカスタマイズした り、 「DO NOT MODIFY」 と記述されているセクシ ョ ンに変更を加えたり した場合、 タイ ミ

ング、 機能、 製品サポートは保証されません。 

注文情報
IBERT コアは、ザイ リ ンクス  エンド  ユーザー ラ イセンス契約書に基づいて提供されており、ザイ リ ンクスの CORE
Generator 11.2 またはそれ以降のバージ ョ ンを使用して生成できます。 CORE Generator は、 ザイ リ ンクスの ISE
Design Suite 開発ソフ ト ウェアに含まれています。

その他のザイ リ ンクス LogiCORE モジュールおよびソフ ト ウェアの価格や機能については、 最寄りのザイ リ ンクス販

売代理店までご連絡ください。 LogiCORE モジュールの詳細については、ザイ リ ンクス IP センタを参照してください。

表 1 : ILA インターフェイス ポート

ポート名 方向 説明

SYSCLK 入力

すべての通信ロジッ クにク ロ ッ クを供給するデザイン ク ロ ッ ク  (ユー

ザーが内部 GTX ト ランシーバのクロ ッ クを生成時に選択してこのファ

ンクシ ョ ンを実行するこ と もできるので、このポートはオプシ ョ ンです)

TXN[n-1:0]、 TXP[n-1:0] 出力 使用される  n 個の GTX ト ランシーバそれぞれの差動ペアを送信

RXN[n-1:0]、 RXP[n-1:0] 入力 使用される  n 個の GTX ト ランシーバそれぞれの差動ペアを受信

MGTREFCLK_P[m-1:0]、
MGTREFCLK_N[m-1:0] 入力

GTX ト ランシーバのリ ファレンス  ク ロ ッ ク

メモ : MGTREFCLK ポートの数は、送信ポート と受信ポートの数と同

じかそれ以下にな り ます。 これは、 GTX ト ランシーバの中にはクロ ッ

ク入力を共有できるものがあるからです。

http://japan.xilinx.com/documentation
http://japan.xilinx.com/documentation
http://japan.xilinx.com/company/contact.htm
http://japan.xilinx.com/company/contact.htm
http://japan.xilinx.com/ipcenter
http://japan.xilinx.com
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改訂履歴
次の表に、 この文書の改訂履歴を示します。

免責事項
Xilinx is providing this product documentation, hereinafter “Information,” to you “AS IS” with no warranty of any kind,
express or implied.Xilinx makes no representation that the Information, or any particular implementation thereof, is free
from any claims of infringement.You are responsible for obtaining any rights you may require for any implementation
based on the Information.All specifications are subject to change without notice.XILINX EXPRESSLY DISCLAIMS
ANY WARRANTY WHATSOEVER WITH RESPECT TO THE ADEQUACY OF THE INFORMATION OR ANY
IMPLEMENTATION BASED THEREON, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO ANY WARRANTIES OR
REPRESENTATIONS THAT THIS IMPLEMENTATION IS FREE FROM CLAIMS OF INFRINGEMENT AND
ANY IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.Except
as stated herein, none of the Information may be copied, reproduced, distributed, republished, downloaded, displayed,
posted, or transmitted in any form or by any means including, but not limited to, electronic, mechanical, photocopying,
recording, or otherwise, without the prior written consent of Xilinx.

本資料は英語版 (v 1.0) を翻訳したもので、 内容に相違が生じる場合には原文を優先します。
資料によっては英語版の更新に対応していないものがあ り ます。
日本語版は参考用と してご使用の上、 最新情報につきましては、 必ず最新英語版をご参照ください。

日付 バージョ ン 変更内容

2009 年 6 月 24 日 1.0 リ リース  10.1 用 (初期リ リース)

http://japan.xilinx.com
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